
広島県尾三圏域ＭＣ協議会
尾道市消防局 因島消防署

指導救命士 大畠 司



尾道市

世羅町

尾三圏域人口 約 254,000人
救急出動件数 12,240件
救急搬送者数 約 11,200人

管轄消防本部 尾道市消防局・三原市消防本部
専任救急隊数 ８隊 3隊
専任救急救命士 36名 16名
認定救命士 30名 29名

三原市
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当圏域５名の検証医師の尽力により
通年、昼夜を問わず救急隊からの
電話に対応する体制がとられている。



特定行為及び救急現場から判断困難時の相談連絡の状況
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特定行為指示要請以外

心肺停止症例での
特定行為に関する

医師による具体的指示
155件／225件

(69%)

特定行為指示要請以外の電話連絡
63件／225件 (28%)

心肺機能停止前輸液
ブドウ糖溶液投与指示

7件／225件 (3%)
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心肺停止症例指示要請時間帯別一覧 応答時間別一覧 発信回数一覧

最多は８時～９時の間となっており、
午後も比較的高値を示している。

深夜帯は回数が減少しているように見
えるが、22件もの電話連絡を指示医師
の勤務外で実施している。

応答時間をグラフ化した結果

１分以内の応答が約９割にも及んでお
り、10秒未満あるいは10秒から20秒未
満に応答して頂いているものが多いこと
も見て取れる。
さらに、何度も掛けなおすのではなく、
大半は１回の着信に応答している。
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救急救命士による特定行為の具体的指示要請
判断困難事案に対する指導・助言

症例検討会での検証に関与する医師と指示医師の同一化

検証医師に直接コンタクトをとるための時間短縮
責任の明確化
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指示要請、助言のための深夜帯の負担

検証医師（指示医師）の世代交代による体制継続の可否

検証医師と搬送先医療機関の受け入れ医師の立場の明確化
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救命処置に関する特定行為の具体的指示要請だけでな
く、救急救命士に限らず救急隊が現場で判断に迷った
ケースで常に信頼関係が構築された医師とオンラインで
結ばれることで、過誤の防止や判断に関して心強いもの
であること。
この取り組みが、救急隊の活動をより充実させ、さら

に当圏域に暮らす人々に対する地域医療の充実の一翼と
なれば幸いである。
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